
令和４年３月

小林市議会定例会提出議案説明書
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提案理由をご説明する前に、本市が発注

した指名競争入札に係る報道につきましては、

市議会をはじめ市民各位に大変なご心配を
か く い

おかけしているところであります。

このことは誠に遺憾であり、市といたし

ましても、事件の全容解明に向けて、全面的

に捜査に協力してまいる所存であります。

それでは、本定例会は私の任期最後の
ほん に ん き

議会でありますので、まず、この４年の任期

を振り返らせていただきます。

現在までの市政運営につきましては、新型

コロナウイルス感染症の影響により、依然

として厳しい状況が続いているところでは

ございますが、市議会をはじめ市民各位の
か く い

ご協力により円滑に推移しておりますことを、
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心から感謝申し上げます。

さて、私は「対話と決断」を政治姿勢に、

「市民が笑顔になれる小林市」を目指し、

「医療・福祉・教育・子育て支援」、「安心

安全で魅力ある元気なまちづくり」、「地場
じ ば

産業の振興と雇用促進対策」、「スポーツ・

文化活動の支援」の４つを大きな柱として、

新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、

市民目線の市政運営に全身全霊を傾け、取り

組んでまいりました。

まず、１つ目の柱である「医療・福祉・

教育・子育て支援」についてであります。

私は、市民がいつまでも笑顔で明るく元気

に生きがいを持ち、輝いて暮らすためには

健康であることが重要であると考えること
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から、本市の最重要施策として「健幸のまち
さい けんこう

づくりの推進」を掲げ、その基本方針の策定

や、新たに「こばやし健幸ポイント事業」を
けんこう

実施するなど、将来的な社会保障費の抑制に

もつなげるべく事業を展開してきたところで

あります。

また、医療体制の整備につきましては、
せ い び

西諸医師会をはじめ関係機関との連携を強化

するとともに、宮崎大学に寄附講座を設置

するなど、市立病院の機能強化と医師確保に

努めてきたところであります。

福祉行政につきましては、外出支援を必要

とする高齢者、障がい者等に対するタクシー
とう

料金の助成を拡充し、在宅福祉の向上を

図ったところであります。
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教育環境の整備につきましては、市内の
せ い び

全小・中学校において１人１台のタブレット
ぜん

型パソコンの導入を実現するなど、ＩＣＴ
がた アイシーティー

教育の整備を推進するとともに、トイレの
せ い び

洋式化など学校施設の整備も着実に行った
せ い び

ところであります。

さらに、子育て支援につきましては、

少子化が社会問題化している中にあって、

中学校卒業までの医療費助成の拡充や子育て

情報アプリの導入など、その充実を図って

きたところであります。

次に、２つ目の柱である「安心安全で魅力

ある元気なまちづくり」についてであります。

防災・減災対策につきましては、記録的な

大雨に伴う大規模な土砂災害の発生や、霧島
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連山における新燃岳及び硫黄山の火山活動の
しんもえだけ い お う や ま

活発化、南海トラフ巨大地震等の発生にも
とう

警戒を強める必要があることから、市内全域

に同報系防災行政無線を整備し、各家庭や
どうほうけい せ い び かく

施設等に防災ラジオを配付するとともに、
とう は い ふ

小林市地域防災センターを設置するなど、

危機管理体制の更なる充実を図ったところで
さら

あります。

また、情報格差の解消につきましては、

市内全域に高速情報通信網を整備し、市民
もう せ い び

生活の利便性向上等を図ったところでありま
とう

す。

なお、市内の各地域に設立されております
かく せつりつ

きずな協働体につきましては、継続的な支援

を行ったところですが、自主的かつ精力的な

活動により実績を上げており、地域活性化や
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自 立運営に向けての今後の展開に期待を

寄せているところであります。

次に、３つ目の柱である「地場産業の振興
じ ば

と雇用促進対策」についてであります。

西諸地区畑地かんがい事業につきましては、
は た ち

悲願でありました浜ノ瀬ダムの建設をはじめ

とする国営事業が完工し、本市の農業振興に

弾みがつき、食料生産基地としての期待が

更に高まっているところであります。
さら

畜産業の振興につきましては、令和元年
がん

１０月に「全国和牛ハイスクールサミット

ｉｎこばやし」を開催し、畜産を学ぶ若い
イ ン

担い手の意欲の向上を図るとともに、本市が

「畜産のまち」であることを全国にアピール

したところであります。
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企業誘致の推進につきましては、この４年

間で５社、６件の企業立地協定を締結した

ところであり、地場産業の振興と安定的な
じ ば

雇用機会の拡大を図るために取り組みを進め

てきたところであります。

観光事業の活性化につきましては、新型

コロナウイルス感染症の影響を受け、観光

入込客数の減少を余儀なくされているところ
いりこみ

でありますが、生駒高原やすきむらんどでの

ワーケーションの取り組みに加え、出の山

公園での新たな観光体験メニューの開発など、

観光ＤＭＯによる観光地域づくりが進んで
ディーエムオー

おり、着実に成果を上げてきたところであり

ます。

次に、４つ目の柱である「スポーツ・文化
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活動の支援」についてであります。

スポーツ施設につきましては、小林総合

運動公園市営陸上競技場や大塚原運動広場
し え い おおつかばる

などの整備を行うとともに、老朽化の進んだ
せ い び

市民体育館につきましては、その整備の
し み ん せ い び

在り方を様々な角度から検討し、体育館機能、

健康づくり機能、子育て支援機能及び避難所

機能を備えた複合型の総合体育施設を新築
しんちく

する方針を固め、現在、「健幸のまちづくり
けんこう

拠点施設」の整備に向けた基本計画の策定を
せ い び

進めているところであります。

また、小野湖におけるボート競技等の振興
とう

を図るため、連絡道路の整備を行い、多くの
せ い び

競技者や観光客等に利用いただいたところで
とう

あります。
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なお、コロナ禍により、一昨年度末から
か まつ

各種イベントが軒並み中止を余儀なくされて
の き な

いる状況にありますが、去る令和３年１２月

５日に、２年ぶりとなる「市民スポーツ祭

第７０回こばやし駅伝競走大会」を開催し、

各チームの選手の皆様の力走に多くの感動を
かく りきそう

受けたところであります。

最後に、新型コロナウイルス感染症対策に

ついてであります。

新型コロナウイルス感染症につきましては、

令和元年１２月以降、世界中でまん延し、
がん い こ う

国内におきましても、未曾有の状況に追い
み ぞ う

込まれたところであります。

本市におきましては、対策本部を設置し、

小林市の基本的対応方針に基づき、その対応
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に当たっているところでございますが、現時

点において、市内で爆発的な感染を抑える

ことができておりますことは、医療や福祉の

現場の最前線で業務に従事されている皆様や、

市民の皆様、事業者の皆様のご理解とご協力

によるものであると、改めて心から感謝を

申し上げます。

また、新型コロナウイルスワクチン接種に

つきましては、西諸医師会をはじめ各医療
かく

機関のご協力のもと、接種対象者のうち

約９割の方が２回目のワクチン接種を完了
やく かた

しているところであり、３回目の接種につき

ましても、昨年の１２月から順次開始をして

いるところであります。

さらに、経済対策につきましては、小林市

「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」
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に基づき、市民の皆様の生活と地域経済を

全力で支援しているところであります。

なお、このコロナ禍で実施いたしました
か

「こばやしの人とまちが輝く！元気と笑顔

創 出事業」につきましては、逆境の中でも
そうしゅつ

本市の底力を感じる事業となりました。

参画いただいた市民の皆様の、ふるさと
さんかく

小林に対する思いを感じたところです。
おも

この成果は、ウィズコロナ・ポストコロナ

において、本市の魅力創出に効果を発揮する

ものと確信しているところであります。

以上が私の任期中の総括でありますが、

市長就任時に約束として掲げました項目を

１つ１つ着実に進めてまいりました。
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一般会計の市債残高も、平成２９年度末と
まつ

比較して約１０億円減少させ、必要な投資を

行いながらも将来の負担軽減に努めるなど、

行財政改革の成果も現れてきております。

これらの成果は、市議会をはじめ市民各位
か く い

のご協力の 賜 であり、重ねて御礼を申し
たまもの おんれい

上げる次第であります。

なお、平成から令和へと時代が変化した

４年間の市政運営において私自身が感じて

いるのは、地域経済発展と財政健全化による

官民一体となった持続可能なまちづくりの

推進が必要である、ということでございます。

今後の市政運営は、市民の笑顔につながる

施策展開に努める一方で、この大きな課題と
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向き合い、適時様々な決断を下さなければ

ならないと強く感じているところであります。

今後とも、市政運営に関し、市議会を

はじめ市民各位のご理解とご協力をお願い
か く い

いたします。

それでは、以下、議案について、ご説明を

申し上げます。

報告第３号専決処分の承認を求めることに

つきましては、地域経済緊急支援事業に係る

経費について予算措置を直ちに講ずる必要が
ただ

あったため、令和３年度小林市一般会計補正
ほ せ い

予算第１９号について、令和４年２月１１日

付けで専決処分いたしましたので、議会に
づ

報告し、その承認を求めるものであります。
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議案第４号令和３年度小林市一般会計補正
ほ せ い

予算第２０号につきましては、決算見込みに

伴う所要額の調整、国県補助事業費の確定に
ともな くにけん

よる補正が主なものでありますが、基金積立

金等の計上により、歳入歳出それぞれ１６億
とう

６，０５８万３，０００円を増額し、予算

規模は３２６億４，１５０万７，０００円と

なります。

まず、歳入につきましては、地方交付税、

県支出金等を追加する一方、市債等を減額
とう とう

計上いたしました。

次に、歳出の主なものをご説明申し上げま

す。

総務費につきましては、勧奨退職等に 伴う
かんしょう とう ともな

退職手当、減債基金等への積立金等を計上
げんさい とう とう
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いたしました。

農林水産業費につきましては、畜産農家等
とう

で構成される畜産クラスター協議会が実施

する施設整備に対する補助金等を計上するも
せ い び とう

のであります。

なお、電子計算処理管理費ほか１５事業に

つきましては、やむを得ない事情により年度

内での完了が見込めませんので、予算執行の
ない

適正化を図るため、繰越明許費として予算
めいきょ

計上するものであります。

議案第５号令和３年度小林市国民健康保険

事業特別会計補正予算第４号につきましては、
じぎょう ほ せ い

特別調整交付金を財源とした小林市立病院へ

の繰出金等を計上する一方、決算見込みに
とう

伴う所要額の調整により、歳入歳出それぞれ
ともな
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１，９４３万２，０００円を減額するもので

あります。

議案第６号令和３年度小林市農業集落排水

事業特別会計補正予算第１号につきましては、
じぎょう ほ せ い

決算見込みに 伴う所要額の調整により、歳入
ともな

歳出それぞれ３５０万円を減額するもので

あります。

議案第７号令和３年度小林市介護保険事業
じぎょう

特別会計補正予算第３号につきましては、
ほ せ い

施設介護サービス給付費負担金の減額等に
とう

よ り 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １ 億 １ １ ４ 万

９，０００円を減額するものであります。

議案第８号令和３年度小林市後期高齢者

医療事業特別会計補正予算第３号につきまし
じぎょう ほ せ い

ては、事業費の見込み減に 伴う後期高齢者
ともな
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医療広域連合納付金の減額により、歳入歳出
こういきれんごう

それぞれ１，５７７万６，０００円を減額

するものであります。

議案第９号令和３年度小林市水道事業会計
じぎょう

補正予算第２号につきましては、収益的支出
ほ せ い

に お い て 、 訴 訟 関 連 委 託 料 ４ ０ １ 万

３，０００円を増額するものであります。

議案第１０号令和３年度小林市病院事業
じぎょう

会計補正予算第１号につきましては、収益的
ほ せ い

収入においては、新型コロナウイルス感染症

患者等入院 病 床確保支援事業費補助金等の
とう びょうしょう とう

収 入 の 増 加 に 伴 い 、 医 業 外 収 益 １ 億
が い

３，０８５万４，０００円を増額するもので

あります。

資本的収入においては、日本財団支援金
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事 業 等 の 収 入 の 増 加 に 伴 い 、 支 援 金 等
と う とう

１，１２０万８，０００円を増額するもので

あります。

議案第１１号令和４年度小林市一般会計

予算につきましては、歳入歳出それぞれ

２５９億８，０００万円を計上いたしました。

なお、令和４年度の当初予算につきまして

は、骨格予算であり、市長選挙後の６月補正

予算が肉付け予算となることを、あらかじめ

申し添えます。

令和４年度の当初予算は、前年度の当初

予算と比較いたしますと、２億３，０００万

円の減額で、０．９パーセントの減となりま

した。
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まず、歳入についてご説明を申し上げます。

自主財源総額８７億９，７６７万円の約
やく

５５パーセントを占める市税につきましては、

４７億９，５４２万５，０００円を計上し、

前年度と比較いたしますと２億７，２３０万

円の増額を見込んでおります。

また、ふるさと納税による寄附金を原資と

する未来まち創生基金につきましては、

ご寄附をいただいた方々の小林市に対する

思いを受け止めまして、将来を担う子ども達
おも にな

の育成に資する、学校給食費の負担軽減や
し

医療費の助成等、子育て支援の事業を中心に
とう

活用いたします。

依存財源につきましては、地方交付税、

国県支出金、市債等総額１７１億８，２３３
くにけん とう
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万円を計上いたしました。

投資的経費の減額等に 伴い、市債が１３億
とう ともな

５，６５９万２，０００円の減額となってお

ります。

次に、歳出についてご説明を申し上げます。

義務的経費につきましては、定年退職者の

増等を見込みまして、前年度と比較いたしま
とう

すと１．２パーセントの増となる１３６億

３，８５１万２，０００円を計上いたしまし

た。

また、投資的経費につきましては、６億

７，８９５万３，０００円を計上いたし

ました。
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次に、歳出の主な事業をご説明申し上げ

ます。

総務費につきましては、こばやしの人と

ま ち が 輝 く ！ 元 気 と 笑 顔 創 出 事 業 費 、
そうしゅつ

ふるさと納税推進事業費等を計上するもので
とう

あります。

民生費につきましては、保育士等処遇改善
とう

臨時特例事業費、子ども医療費助成事業費等
とう

を計上するものであります。

衛生費につきましては、新型コロナウイル

スワクチン接種事業費等を計上するもので
とう

あります。

農林水産業費につきましては、全国和牛

能力共進会事業費等を計上するものでありま
とう
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す。

令 和 ４ 年 度 に 鹿 児 島 県 で 開 催 さ れ る

第１２回全国和牛能力共進会への出品等に
とう

対する支援を行ってまいります。

商工費につきましては、地域経済緊急支援

事業費等を計上するものであります。
とう

土木費につきましては、社会資本整備総合
せ い び

交付金事業費等を計上するものであります。
とう

消防費につきましては、消防団運営事業費

等を計上するものであります。
とう

教育費につきましては、てなんど小林学校

給食応援事業費等を計上するものであります。
とう
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災害復旧費につきましては、災害発生時に

緊急対応するための測量設計委託料や工事

請負費等を、公債費につきましては、長期借入
とう かりいれ

金元利償還金等を、諸支出金につきましては、
きん が ん り とう

土地購入費を計上するものであります。

議案第１２号令和４年度小林市国民健康

保険事業特別会計予算につきましては、歳入
じぎょう

歳出それぞれ６２億３，３８０万円を計上

するものであります。

特定健康診査につきましては、受診率の

向上を目指し、未受診者への受診勧奨を引き
み かんしょう

続き実施いたします。

また、国民健康保険税の収納率の向上に

向けた取り組みを強化し、国民健康保険事業

の円滑な運営に努めてまいります。
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なお、国民健康保険税の税率等につきま
とう

しては、例年どおり６月議会定例会において

ご審議いただく予定としております。

議案第１３号令和４年度小林市物品購入

特別会計予算につきましては、物品の効率的

な購入と集中管理を図るための経費として、

歳入歳出それぞれ１５０万円を計上するもの

であります。

議案第１４号令和４年度小林市農業集落

排水事業特別会計予算につきましては、一般
じぎょう

管理費、長期借入金元利償還金等、歳入歳出
かりいれきん が ん り とう

それぞれ２億２，０１２万２，０００円を

計上するものであります。

議案第１５号令和４年度西諸地域介護認定
にんてい



- 25 -

審査事業特別会計予算につきましては、西諸
じぎょう

地域で共同して介護認定審査業務を行うため
にんてい ぎょうむ

の 経 費 と し て 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

３，３１２万８,０００円を計上するもので

あります。

議案第１６号令和４年度小林市介護保険

事業特別会計予算につきましては、保険給付
じぎょう

費のほか、介護予防・生活支援サービス事業

費、包括的支援事業・任意事業費等、歳入
ほうかつてき とう

歳出それぞれ６１億４，６２１万３，０００

円を計上するものであります。

議案第１７号令和４年度小林市後期高齢者

医療事業特別会計予算につきましては、後期
じぎょう

高齢者医療広域連合納付金等、歳入歳出それ
こういきれんごう とう

ぞれ１２億６，２７４万５,０００円を計上

するものであります。
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議案第１８号令和４年度西諸地区いじめ

問題対策専門家委員会特別会計予算につきま
たいさく

しては、委員会の開催に必要な経費として、

歳入歳出それぞれ１３万３,０００円を計上

するものであります。

議案第１９号令和４年度小林市水道事業
じぎょう

会計予算につきましては、収益的収入に

おいては、料金収入等８億６，７９４万円を、
とう

収益的支出においては、水道施設修繕費等
とう

９億１，９４９万２，０００円を計上する

ものであります。

資本的収入においては、企業債、消火栓
せん

設置負担金等４億２，３３６万６，０００円
とう

を、資本的支出においては、老朽管布設替え
ふ せ つ が

の 工 事 請 負 費 、 企 業 債 償 還 金 等 ６ 億
と う
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６，０６２万６，０００円を計上するもので

あります。

議案第２０号令和４年度小林市下水道事業
じぎょう

会計予算につきましては、収益的収入におい

て は 、 料 金 収 入 等 ５ 億 ７ ， ５ ２ ５ 万
と う

４，０００円を、収益的支出においては、

下 水 道 施 設 維 持 管 理 費 、 修 繕 費 等 ５ 億
と う

４，６０６万１，０００円を計上するもので

あります。

資本的収入においては、企業債、国庫補助

金 、 受 益 者 負 担 金 等 ３ 億 ６ ， １ ９ ４ 万
と う

５，０００円を、資本的支出においては、管路
か ん ろ

建設の工事請負費、企業債償還金等５億
とう

１，８８１万円を計上するものであります。

議案第２１号令和４年度小林市病院事業
じぎょう
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会 計予算につきましては、収益的収入に

おいては、入院収益等２８億６，９７４万
とう

６，０００円を、収益的支出においては、

給与費等２８億９，５８２万８，０００円を
とう

計上するものであります。

資本的収入においては、医療器械器具購入
き か い

に伴う企業債等１億１，５０９万２，０００
とう

円を、資本的支出においては、企業債償還金、

固 定 資 産 購 入 費 等 ２ 億 ９ ， ０ ６ １ 万
と う

６，０００円を計上するものであります。

議案第２２号小林市地域経済牽引事業の
けんいん

促進のための固定資産税の課税免除に関する

条例の制定につきましては、地域経済牽引
けんいん

事業の促進による地域の成長発展の基盤強化

に関する法律に基づき、対象施設を設置した

事業者に対して行う固定資産税の課税の免除
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に関し必要な事項を定めるため、条例を制定

するものであります。

議案第２３号小林市空家等の適正管理に
とう

関する条例の制定につきましては、空家等
とう

対策の推進に関する特別措置法との一体的

な運用により、市内の空家等の適正な管理等
とう とう

を促進するため、条例を制定するものであり

ます。

議案第２４号小林市公平委員会委員の服務

の宣誓に関する条例の一部改正及び議案

第２５号小林市職員の服務の宣誓に関する

条例の一部改正につきましては、公平委員

及び職員の服務の宣誓の際に、対面での署名

等を不要とするため、所要の改正を行うもの
とう

であります。
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議案第２６号職員の育児休業等に関する
とう

条例の一部改正につきましては、非常勤職員

の育児休業等の取得要件の緩和等を行うため、
とう とう

所要の改正を行うものであります。

議案第２７号小林市国民健康保険税条例
ぜい

の一部改正につきましては、全世代対応型の

社会保障制度を構築するための健康保険法等
とう

の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 施 行 に 伴 い 、

未就学児に係る国民健康保険税の被保険者
ぜい

均等割の減額等を行うため、所要の改正を
きんとうわり とう

行うものであります。

議案第２８号小林市使用料の徴収に関する

条例の一部改正につきましては、小林市

コワーキングスペース内のレンタルオフィス

の一時利用に係る使用料を定めるため、所要

の改正を行うものであります。
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議案第２９号シルバーランド望峰の里の

設置及び管理に関する条例の一部改正に

つきましては、小林第二在宅介護支援センタ
ざいたく

ーの機能を移転することに伴い、当該施設
し せ つ

及び設備の財産上の取扱いを西部いろり村に
せ つ び せ い ぶ

編入するため、所要の改正を行うものであり

ます。

議案第３０号小林市消防団員の定員、任免、

給与、服務等に関する条例の一部改正に
とう

つきましては、本市消防団員の処遇の改善に

向けて報酬の額を見直すため、所要の改正を
がく

行うものであります。

議案第３１号公平委員会の委員の選任に
せんにん

つきましては、酒匂 重成氏を公平委員会の
さ こ う しげなり

委員に選任することについて、議会の同意を
せんにん
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求めるものであります。

議案第３２号から議案第３６号までの

小林市情報公開・個人情報保護審査会の委員

の委嘱につきましては、大塚 幸治氏、
いしょく おおつか こ う じ

伊藤 美智子氏、鬼塚 一郎氏、内竹 葉子
い と う み ち こ おにつか いちろう うちたけ よ う こ

氏及び亀田 一也氏を小林市情報公開・個人
か め だ か ず や

情報保護審査会の委員に委嘱することに
いしょく

ついて、議会の同意を求めるものであります。

諮問第１号人権擁護委員の候補者の推薦に
すいせん

つきましては、若松 照雄氏を人権擁護委員
わかまつ て る お

の候補者として法務大臣に推薦することに
すいせん

ついて、議会の意見を求めるものであります。

なお、今後、新型コロナウイルス感染症

対策に係る予算措置等が必要となった場合に
とう

は、速やかに関係議案を追加提案させて
つ い か
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いただくこととしております。

以上、よろしくご審議のほどお願いをいた

します。


